
目 的

真珠養殖において, アコヤガイの洗浄は飼育管理上欠

かせない作業の一つであるが, 洗浄時の排水は多くの場

合, そのまま海域に排出されている｡ 洗浄排水に伴う汚

染負荷は, 陸域からの負荷の１�３に達するという報告

もあり, 養殖に伴う負荷が自家汚染といわれる要因になっ

ている｡ したがって, 洗浄排水を浄化処理してから海域

へ戻せば, 養殖負荷の削減につながり, より環境に優し

い養殖の実現に一歩近づくことになる｡ そこで, 浄化装

置の設計・試作をジャパンテクノメイト株式会社が担当

し, その処理能力を三重県水産研究部が評価することに

より, 真珠養殖用の作業船上で作業に併せて浄化処理を

行う機器の開発研究を共同で実施することとした｡ また,

併せて貝掃除に伴う負荷量についても現地調査により明

らかにする｡

方 法

１. 処理装置の能力評価

昨年度試作した泡沫分離方式によるアコヤガイ洗浄排

水処理機の実用化を図るため, 集泡・消泡機構と動力源

を改良した装置を用いて, ����に立神の養殖場で実験

を行ったが, 前年度と異なり泡の発生が極めて少なく装

置が機能しなかった｡ そこで, �����に立神の別の養殖

場で実験を実施したが, やはり泡の発生が極めて少なく,

排水の質によっては, 泡沫分離による汚濁の除去ができ

ない場合があることが判明した｡ アコヤガイの洗浄排水

が極めて発泡しやすいという特徴に着目して泡沫分離に

よる処理機を開発してきたが, 現場ではほとんど発泡し

ないことがかなりの頻度で発生し, 本方式による処理機

の実用化は困難と判断した｡ このため, 排水処理機につ

いては, より簡便なフィルター方式を検討することとし,

本年度は英虞湾での貝掃除に伴う汚濁負荷量の把握調査

を重点的に行った｡

２. アコヤガイ洗浄排水の水質調査

アコヤガイ洗浄に伴う負荷量ついては, 地域, 季節に

よる違いを考慮して, 英虞湾の立神, 神明, 浜島の３カ

所, ４業者を選定し, �, �, �, ��, ��月にそれぞれ調

査した｡ 各調査時の貝の状態と洗浄条件は表１に示すと

おりである｡ 負荷量調査の方法は原則的に昨年度に準じ

た｡ 即ち, アコヤガイを収容したタテカゴやチョウチン

カゴが貝掃除機中を通過中に排水口から排出される洗浄

水をポリビンに採水し, 負荷量測定用の試料とした｡ 採

水は洗浄中に１～４回行い, 結果は平均値で示した｡ ま

た, 別途, 排水口に開口�	
��のナイロンネットをか

ぶせ, 約３～９分ネットを通過させた後, ネット上に残っ

た粗ゴミの有機物含量等を測定し, ネット濾過によって

回収される汚濁量を求めた｡

３. 貝掃除に伴う汚濁負荷量の見積もり

アコヤガイ洗浄排水の水質調査結果をもとに, 貝掃除

に伴う英虞湾への汚濁負荷量を見積もるため, 養殖業者

に貝掃除に関するアンケート調査を実施した｡ アンケー

トでは, 貝掃除を行った時の１日の作業時間や１ヶ月間

のうちで何日貝掃除を行うかを月毎に記入してもらい,

これをもとに月毎の１人当たりの延べ作業時間を算出し

た｡ 海域への汚濁負荷量の見積もりについては, アコヤ

ガイ洗浄排水中の��, ��, ��の時間当たり排出量

を時期に応じて決め, これに１人当たりの作業時間を乗

じて業者１人当たりの平均負荷量を算出し, 最後に英虞

湾での真珠養殖就業者数を乗じ湾全体の年間負荷量を推

定した｡

４. アコヤガイ洗浄排水の酸素消費速度の測定

７月��日の立神業者�と７月��日の浜島業者�の洗

浄排水をそれぞれ４試料分採取し, クーロメーター (大

倉電気製, ������) を用いて５日間の酸素消費量を

測定した｡
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